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LesionsofAtopicDermatitis
（アトピー性皮膚炎の苔衆化病巣における肥満細胞分布の
不均一性）
2．アトピー性皮膚炎の皮疹部における肥満細胞と免疫担当細胞
の接触像：モノクローナル抗体・酵素抗体法とトルイジンブルー
の二重染色による光顕的観察
3．アトピー性皮膚炎の苔癖化病巣における肥満細胞の分裂像
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論　文　内　容　要　旨
〔目　的〕
アトピー性皮膚炎の病理組織像はIV型アレルギー反応の特徴を示すが、その炎症性浸潤細
胞の中に肥満細胞がしばしば増加していることが知られている。この肥満細胞増加が有力な根
拠の一つとなり、本症の発生機序にはIV型アレルギーおよびI型アレルギーが関与するとの
説が最近多くの支持を得て来ている。
ところが、本症患者の中には病変部の肥満細胞が増加していない症例が存在することも知ら
れている。また、肥満細胞はI型アレルギーのみでなくIV型アレルギーにも関与する可能性
が報告されている。したがって、本症における肥満細胞の病因的役割を明らかにするには、（丑
病変部の肥満細胞が増加する症例と増加しない症例のちがい、および②本症病変部肥満細胞の
IV型アレルギー反応への関与を示唆する所見の有無を検索し、解明しなければならない。そ
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こで今回、①本症患者にしばしば見られる気道アトピー素因の合併が本症病変部の肥満細胞増
多に影響を及ぼすか、および②本症病変部において肥満細胞とIV型免疫担当細胞（Tリンパ
球、抗原提示細胞）の接触像、および肥満細胞の分裂増殖像が認められるか、の2項目を中心
に調べた。
I．肥満細胞の不均一性
方法および結果：アトピー性皮膚炎患者59名を対象とした。気道アトピー歴の有無により患
者を次の3群に分類した。1）患者本人に気道アトピー歴が認められる群35例、2）気道ア
トピー歴が家族のみに認められる群9例、および3）気道アトピー歴が患者本人にも家族にも
認められない“pure”atopicdermatitis群15例。各症例において、1カ月以上無治療の苔癖
化病巣より生検を行なった。49例についてはノ1ラフイン包埋模本を作製、32例についてはエ
ボン包埋semi－thin模本を作製し、ギムザ染色を行なった。真皮上層に分布する有核細胞1000
個あたりの肥満細胞数を数えた。パラフィン包哩標本では肥満細胞数の平均は、患者本人に気
道アトピー歴のある群31例では58．5，“pure”atopicdermatitis群12例では27．5であり、こ
の差は有意であった（P＜0．01）。エボン包哩semithin標本でもほぼ同様の結果が得られた。
Ⅱ．肥満細胞とIV型免疫担当細胞の接触像
方法および結果：対象としたアトピー性皮膚炎患者38名は、1）患者本人に気道アトピー歴
のある群20例、2）気道アトピー歴が患者本人にはなく家族に認められる群10例、および3）
気道アトピー歴が患者本人にも家族にも認められない“pure”atopicdermatitis群8例であっ
た。無治療の皮疹部より生検し、採取組織片を－70℃で凍結、cryOStatで連続切片を作製した。
モノクローナル抗体Leu－1、Leu－2a、Leu－3a、HLA－DR（Becton Dickinson）およびOKT6
（OrthoDiagnostics）を一次抗体とし、PerOXidase棟識抗マウスIgG抗体（Amersham）を二
次抗体としたモノクローナル抗体・酵素抗体法を行なった。DAB発色後トルイジンブルー染
色を行なった。真皮上層に分布する肥満細胞100個あたりのIV型免疫担当細胞（Tリンパ球、
ランゲルハンス細胞）との接触像を教えた。肥満細胞はTリンパ球やランゲルハンス細胞に
混じて分布しており、検索した38全例において肥満細胞とこれらの免疫担当細胞との密な接
触像がしばしば認められた。
Ⅲ．肥満細胞の分裂増殖像
方法および結果：アトピー性皮膚炎患者37名の苔癖化病巣より生検を行ない、エボン包埋
semi－thin模本を作製し、ギムザ染色を行なった。各症例において、20～40枚の切片を観察
し、顆粒を保有した状態で分裂する肥満細胞の有無を検索した。37例中3例において肥満細
胞の分裂像が認められた。
〔考　察〕
従来からの定説では、アトピー性皮膚炎皮疹部における肥満細胞数増多は本症の基本的な病
理組織学的特徴とされている。
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しかし、今回の成績から、本症皮疹部に見られる肥満細胞増多はアトピー性皮膚炎患者全体に
共通して認められる所見ではないことが明らかになった。すなわち、アトピー性皮膚炎患者の
うち、気道アトピー素因合併群では皮膚病変部の肥満細胞の著しい増加を示す症例が多数認め
られるが、気道アトビ～素因を保有しない“pure”atopicdermatitis群では肥満細胞が増加し
ない症例が多い。
健常人のアレルギー性接触性皮膚炎部（Ⅳ型免疫反応）において、肥満細胞とリンパ球の密
な接触像が見られること、および顆粒を保有した肥満細胞の分裂像が見られることから肥満細
胞がⅣ型免疫反応にも関与する可能性がDvorakら（1974年）によって示唆されている。今
回の結果より、アトピー性皮膚炎の皮疹部においても、肥満細胞とⅣ型免疫担当細胞（Tリン
パ球、ランゲルハンス細胞）との接触像、および頼粒を保有した状態で分裂増殖する肥満細胞
が見られることが判明した。これらの所見から、本症皮疹部に見られる肥満細胞の少なくとも
一部はⅣ型免疫反応に関与していると見なしてよいであろう。
〔結　論〕
アトピー性皮膚炎の皮疹部にしばしば認められる肥満細胞数増多は、アトピー性皮膚炎患者
のうち気道アトピー素因保有群に特徴的な所見である。また、本症皮疹部にみられる肥満細胞
の少なくとも一部はⅣ型免疫反応にも関与する可能性が大である。
学位論文審査の結果の要旨
アトピー性皮膚炎はしばしば気道アトピー（喘息とアレルギー性鼻炎）を合併する。病理組
織は基本的にはⅣ型アレルギーの特徴を示すが、しばしば肥満細胞が増加している。しかしこ
れまで本症病変部の肥満細胞の増加例と非増加例のちがいは明らかにされていない。この研究
はアトピー性皮膚炎病変部の肥満細胞増加に及ぼす気道アトピー合併の影響、および本症病変
部肥満細胞のⅣ型アレルギー反応への関与を検討したものである。まずアトピー性皮膚炎患者
59例を1）患者本人に気道アトピー歴のある群、2）家族のみに気道アトピー歴のある群、
および3）気道アトピー歴が患者本人にも家族にも認められない“pure”ァトピー性皮膚炎群
に分類した。各症例の苔癖化病巣から生検し、パラフィン包埋およびエボン包埋semi－thin標
本を作製。ギムザ染色により肥満細胞の数と分布を調べた。次に、本症患者38例の皮膚病変
部についてモノクロール抗体・酵素抗体法とトルイジンブルーの二重染色を行い、Ⅳ型免疫担
当細胞と肥満細胞の接触像の有無を調べた。最後に本症患者37例の苔癖化病巣からsemi－thin
標本を作製。ギムザ染色により顆粒を保有した肥満細胞の分裂像の有無を調べた。
結果は次の通りである。1）気道アトピー合併群では“pure”ァトピー性皮膚炎群に比べ、
苔癖化病巣部における肥満細胞が有意に増加していた。2）肥満細胞と免疫担当細胞との密な
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接触像は検索した症例全例において認められた。3）頼粒を保有した肥満細胞の分裂像は37
例中3例において認められた。
従来本症皮疹部肥満細胞の増加例と非増加例のちがいは不明であったが、今回の成績により
気道アトピー合併の有無により本症皮疹部肥満細胞数が大きく異なることが明らかにされた。
肥満細胞とIV型免疫担当細胞との接触像および肥満細胞の分裂像に関する成績は、従来I型
アレルギーのみと関連づけて考えられて来た本症皮疹部の肥満細胞がIV型アレルギーを介し
て病因に関与する可能性を示すものである。以上本研究は本症の遺伝素因および皮膚病理学の
研究を進める上に意義が大きく、医学博士の学位論文として価値あるものと認める。
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